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Asao 
friends 

「
皆
さ
ん
に
声
を
か
け
て
地
域
の
仲

間
作
り
を
し
た
い
」
「
他
の
団
体
と

一
緒
に
な
っ
て
行
う
こ
と
で
、
活
動

の
範
囲
を
拡
げ
た
い
」
な
ど
を
目
指

す
団
体
に
対
し
て
、平
成
20
年
度
か

ら
助
成
を
し
て
い
る
「
麻
生
区
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業
」
。 

 

５
月
８
日
に
麻
生
市
民
交
流
館

や
ま
ゆ
り
で
プ
レ
ゼ
ン
が
行
わ
れ
、

審
査
の
結
果
、
５
団
体
に
助
成
が
決

定
し
ま
し
た
。 

令
和
元
年
度
の
支
援
事
業
が
決
定
！ 

新
し
い
企
画
が
２
つ
も 

多
く
の
区
民
が
参
加
す
る
こ
と
を
期
待 

おもちゃと遊びの会 

おもちゃと遊びの会 
おもちゃ作りと遊びを通して、世代間を超

えたコミュニケーション作りを図り、また

「木育」活動を広め、子どもたちに「木」

の持つぬくもりや優しさを伝え、そこから

自然に対する心を育みます。 

本年度は手作りによる「もの作り」の大切

さや楽しさ、手足を動かしての遊びの必要

性や喜びを、子どもから大人までのすべて

の世代に伝えて行きます。 

「ふらっと親子で 

新百合ヶ丘を楽しもう！」 
ふらっと新百合ヶ丘 

新百合ヶ丘は新宿や横浜へのアクセス

が便利で、麻生区に住んでいてもなかな

か街と繋がることが少ない現状があり

ます。街を好きになるためには、自分の

街を知ること。麻生区、近郊に住む街の

方や農家の方に教えて頂きながら、親子

で楽しめるワークショップやイベント

を通して農育・食育を育むことを大切

に、街の魅力を再発見。 

「音楽で繋がろう！輝こう！」 
音楽で笑顔！プロジェクト 

第３回うたごえサロン 
開催日時：11月2日(土)12～17時（予定） 
開催場所：麻生市民交流館やまゆり 
内容：ギター伴奏に合わせ、唱歌や昭和歌謡を
歌唱。インドネシアの竹楽器の演奏体験。大切な
写真をテーマに語りあうコーナー、アロマを使
用したハンドマッサージコーナーも開設。 

※詳細は団体のホームページで要確認 

https://www.ongaku-de-egao.jp/ 

食を切り口とした 

「地域密着型」防災啓蒙活動 
まごころキッチンプロジェクト 
自然災害や緊急時、非常時を乗り越え

られるよう、各自それぞれが備える

【自助】、ご近所と助け合う【共助】

を広めることを目的に活動。多くの方

が防災に興味・関心を持ってもらえる

よう、飲食店同士のネットワークを構

築しながら、“食”を切り口として「地

域密着型」防災啓蒙活動を行う。 

福祉応援！王禅寺フリーマーケット 
福祉応援！王禅寺フリーマーケット実行委員会  

開催日時：11月24日(日)9～15時 
開催場所：田園調布学園大学体育館（雨天決行） 
出店資格：麻生区在住の個人や地域活動団体、地域で営業の小売の方 
申込方法：*設置場所にある申込用紙・応募箱でのみ受付 
申込期間：10月10日(木)～10月31日(木)15時回収分まで 
募集店数：約80店舗 申込多数の場合は抽選 
抽選結果：当選者には11月1日までにメールで連絡 
*設置場所（専用の申込用紙・応募箱を10月10日から設置） 

① ローソン／王禅寺東交差点前店、東百合丘3丁目店 
② ファミリーマート／王禅寺西店、百合丘3丁目店 
③ いなげや／ヨネッティー王禅寺前店 
④ ゆりストア／百合ヶ丘本店、王禅寺中央店 

地域住民が楽しく集える場を提供。リデュース、リユース、リサイク
ルなど3Rの目的に加えて、出店寄付金は運営実費を除き、全て福祉団
体へ寄付する。 

ふ
ら
っ
と
新
百
合
ヶ
丘 

８
月
17
日
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催 

New 

New 



「
虹
の
会
」
は
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
を
目
的
に
ヨ
ガ
を
行
う
サ
ー

ク
ル
で
あ
る
。 

 

ヨ
ガ
の
目
的
は
、
正
し
い
姿
勢

と
深
い
呼
吸
で
瞑
想
や
ア
ー
サ
ナ

（
ポ
ー
ズ
）
を
行
い
、
心
を
ケ
ア
す

る
こ
と
に
あ
り
、
結
果
的
に
筋
力

や
柔
軟
性
が
増
し
、
免
疫
力
な
ど

の
改
善
も
期
待
で
き
る
と
指
導
者

の
土
屋
み
な
子
さ
ん
は
語
る
。 

 

レ
ッ
ス
ン
は
和
や
か
な
雰
囲
気

力
ま
ず
、
ゆ
っ
た
り
動
い
て
健
康
に  

恵
成
会 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

佐
藤
次
郎 

ＤＡＴＡ 

虹
にじ

の会
かい

 

代 表：田中
た な か

 英子
え い こ

 

連絡先：Tel.070-4111-8977(田中) 

設 立：2017年６月 

会 員：15名 (女性13名・男性２名) 

会 費：1000円/1回、体験レッスンは500円(要連絡) 

活動日：毎週1回 

    原則として木曜10時～11時20分 

    または14時～15時20分(要確認) 

活動場所：麻生市民交流館やまゆり 

 

「
目
指
せ
！ 
元
気
な
90
代
」

を
合
言
葉
に
、
心
身
を
調
（
と
と

の
）
え
る
運
動
の
練
習
に
励
む
グ

ル
―
プ
だ
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
優

美
な
動
き
で
知
ら
れ
る
健
康
太
極

拳
の
会
で
あ
る
。 

 

武
術
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

り
、
健
康
法
で
も
あ
る
太
極
拳
。
代

表
と
し
て
指
導
に
あ
た
る
田
代
え

り
子
さ
ん
は
17
年
前
か
ら
始
め

て
奥
深
さ
に
惹
か
れ
る
よ
う
に
な

り
、
本
場
・
中
国
に
も
た
び
た
び

通
っ
て
研
鑽
を
積
ん
で
き
た
。
中

国
武
術
段
位
を
取
得
し
、
少
林
寺
、

西
安
で
の
大
会
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

の
実
績
も
残
し
て
い
る
。 

田代先生の指導のもと、ゆったりと舞う会員たち

（麻生スポーツセンターで） 

 

恵
成
会
を
つ
く
っ
た
の
は
３
年

前
。
最
初
は
３
人
で
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
が
、
現
在
は
、
シ
ニ
ア
層
を

中
心
と
し
た
60
人
余
の
会
員
が
、

田
代
さ
ん
の
教
え
の
も
と
、
麻
生

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 
「
調
心
、
調
息
、
調
身
」
の
三
調

が
太
極
拳
の
基
本
。
ゆ
っ
く
り
動

き
な
が
ら
心
、
呼
吸
、
身
体
を
穏
や

か
に
調
え
て
い
く
。「
力
ま
ず
、
自

然
に
、
流
れ
に
沿
っ
て
動
い
て
い

き
ま
す
。
体
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
を

使
う
ん
で
す
。
運
動
量
も
多
い
で

す
し
、
筋
力
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
よ
」

と
田
代
さ
ん
。 

 

脳
の
活
性
化
、
体
幹
の
強
化
、
自

然
治
癒
力
や
新
陳
代
謝
の
向
上

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
役
立
つ
と

い
う
。「
ゆ
る
や
か
に
体
幹
が
鍛
え

ら
れ
る
感
じ
。
す
ご
く
気
持
ち
が

い
い
で
す
ね
」
と
そ
の
効
果
を
語

る
の
は
、
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人

で
あ
る
森
田
恭
子
さ
ん
だ
。 

 

「
太
極
拳
を
通
し
て
麻
生
を
健

康
な
街
に
」
と
い
う
の
が
田
代
さ

ん
の
願
い
。「
い
ず
れ
は
あ
ち
こ
ち

の
公
園
で
も
」
と
夢
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
い
る
。 

DATA 

恵成会
け い せ い か い

 

代 表：田代
た し ろ

 えり子 

連絡先：Tel.090-2200-4361（田代） 

設 立：2016年3月 

会 員：61名（40～80歳代） 指導者・スタッフ8名 

入会金：1000円 

会 費：500円/1回（※麻生スポーツセンターの場合） 

活動日・活動場所：月曜（麻生スポーツセンター武道室、

月3回程度）、火・水曜（百合ヶ丘・Ｔスタジオ） 

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ヨ
ガ
で
心
身
爽
快 虹

の
会 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

仲
原
照
男 

 

レ
ッ
ス
ン
後
の
記
念
写
真
。
全
員
体
調

グ
ー
、
背
筋
も
ピ
ン
。
前
列
右
側
が
講
師

の
土
屋
さ
ん 

の
な
か
で
、
正
し
い
立
ち
方
、
意
識

す
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
ほ
か
、
体

の
痛
み
で
通
常
の
ポ
ー
ズ
が
難
し

い
人
に
は
、
無
理
の
な
い
ポ
ー
ズ

を
助
言
す
る
な
ど
、
参
加
者
の
体

調
に
応
じ
た
き
め
の
細
か
い
指
導

が
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

自
身
も
誤
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
け
が
を
し
た
経
験
を
持
ち
、「
ヨ

ガ
安
全
指
導
員
」
で
も
あ
る
土
屋

さ
ん
は
、
常
に
効
果
的
で
安
全
な

指
導
を
心
が
け
て
い
る
そ
う
だ
。

ま
た
、
レ
ッ
ス
ン
の
最
後
に
は
、
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
検
定
１
級
の
資
格

を
い
か
し
心
地
よ
い
香
り
の
な
か

で
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

い
る
。 

 

レ
ッ
ス
ン
の
効
果
に
つ
い
て
会

員
の
人
達
か
ら
は
、「
以
前
よ
り
体

が
軽
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
お

腹
も
へ
こ
ん
で
き
た
」
、「
よ
く
眠

れ
、
朝
の
目
覚
め
も
さ
わ
や
か
。
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
て

い
る
」
、
「
足
の
冷
え
が
軽
減
し

た
」
、
「
背
筋
が
伸
び
、
姿
勢
が
良

く
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
き
け

た
。
体
験
レ
ッ
ス
ン
も
で
き
る
の

で(

事
前
に
連
絡
の
こ
と)

、
参
加

さ
れ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 



 

手
話
を
教
え
る
サ
ー
ク
ル
と
し

て
30
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
こ

れ
ま
で
１
０
０
０
人
以
上
が
学
ん

で
い
る
。
会
の
目
的
は
「
手
話
の
啓

蒙
と
ろ
う
者
の
理
解
、
文
化
の
違

い
を
感
じ
る
こ
と
」
で
、
会
に
通
う

の
は
若
者
か
ら
シ
ニ
ア
、
健
常
者
、

耳
の
不
自
由
な
人
と
多
彩
だ
。 

 

手
話
通
訳
を
目
指
す
人
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
活
躍
し
た
い
人
、自
分

の
身
近
に
い
る
ろ
う
者
と
交
流
し

た
い
人
な
ど
、
講
座
に
通
う
目
的

も
さ
ま
ざ
ま
だ
。 

 

講
座
は
入
門
、
初
級
、
中
級
と
３

ク
ラ
ス
あ
り
、
講
師
は
６
人
（
全
員

が
ろ
う
者
で
、
会
社
員
が
５
人
、
主

婦
が
１
人
）
で
、
３
人
が
交
代
で
対

応
し
て
い
る
。
「
教
材
は
使
わ
ず
、

誰
で
も
手
話
の
で
き
る
世
の
中
に 

手
話
サ
ー
ク
ル 

つ
ば
さ
の
会 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

三
好
一
義 

目
で
見
て
覚
え
て
も
ら
う
」
の
が
、

こ
の
会
の
や
り
方
。
手
話
は
手
の

形
や
動
き
だ
け
で
な
く
顔
の
表
情

や
向
き
、
視
線
、
身
体
の
動
か
し
方

に
も
意
味
が
あ
る
と
い
う
。
教
わ
る

会
員
た
ち
は
講
師
の
動
き
を
見
逃

さ
な
い
よ
う
に
目
を
こ
ら
し
、自
分

で
も
手
を
動
か
し
な
が
ら
必
死
に

学
ぶ
。
静
か
に
進
行
す
る
中
で
、
時

に
は
笑
い
声
も
あ
が
り
、熱
気
の
一

方
に
和
気
あ
い
あ
い
の
空
気
が
流

れ
る
学
習
風
景
だ
。 

 

「
ろ
う
者
に
は
生
活
で
不
便
な

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。社
会

を
変
え
て
い
っ
て
、（
福
祉
向
上
の

た
め
に
活
動
す
る
）ろ
う
協
会
を
必

要
と
し
な
い
世
の
中
に
し
た
い
。
小

中
高
校
な
ど
で
手
話
を
教
え
、
誰

も
が
手
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

れ
ば
い
い
で
す
ね
。
」
と
、
講
師
の

DATA 

手話
し ゅ わ

サークル つばさの会
かい

 

代 表：神宮寺
じんぐうじ

 澄人
す み と

 

事務局：高橋
たかはし

 美穂
み ほ

 
連絡先：tubasanokai2015@gmail.com 
設 立：1982年 
会 員：38名（男性11名・女性27名） 
入会金：なし 
会 費：400円/月 
活動日：毎週水曜 19時～20時30分 
活動場所：麻生市民館会議室 

「
言
葉
の
交
換
」
を
通
じ
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を 

グ
ロ
ー
バ
ル
カ
フ
ェ×
オ
リ
パ
ラ 

DATA 

グローバルカフェ×オリパラ 

代 表：千葉
ち ば

 駿
しゅん

 
連絡先：globalcafeoripara@gmail.com  
設 立：2018年3月 
登録者：165名、スタッフ9名 
入会金：なし 
会 費：500円（場所代・茶菓代、高校生以下は無料） 
活動日：月2回 土・日曜 Facebook＊で要確認
活動場所：しんゆり交流空間リリオス、しんゆりアート
パークス、麻生市民交流館やまゆり 
＊https://www.facebook.com/globalcafexoripara/  

 

日
本
人
と
外
国
人
が
互
い
の
言

語
を
学
び
あ
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
２
０
１
８
年
３
月

に
、
新
百
合
ヶ
丘
に
生
ま
れ
た
。

（
現
在
メ
イ
ン
の
言
葉
は
日
本
語

と
英
語
。
） 

 

主
催
し
た
千
葉
駿
さ
ん
（
32
）

は
、
２
０
１
７
年
か
ら
英
国
に
一

年
間
在
住
。
生
活
や
文
化
の
違
い

に
戸
惑
う
こ
と
が
多
か
っ
た
と
き

に
、
家
族
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
交
流
会
に
参
加
、
丁
寧
に
対
応

し
て
も
ら
い
、
孤
立
す
る
こ
と
な

く
充
実
し
た
海
外
生
活
を
お
く
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
経
験
が
活

動
の
原
点
に
な
っ
て
い
る
。 

 

帰
国
し
た
と
き
に
、
川
崎
市
が

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

英
国
代
表
の
ホ
ス
ト
シ
テ
ィ
に
な

る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、「
家
族
が

受
け
た
恩
返
し
が
で
き
る
き
っ
か

け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
何
か
協

力
で
き
な
い
か
」
と
、
近
所
の
公
園

で
出
会
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
の
パ
パ

友
や
イ
ギ
リ
ス
人
の
知
人
に
声
を

か
け
ス
タ
ー
ト
。
現
在
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

登
録
者
は
１
６
５
名
と
な
っ
た
。 

 

定
例
会
に
は
30
名
（
う
ち
外
国

人
10
名
）
ほ
ど
が
参
加
。
数
名
の

グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、
英
語
だ
け
の

時
間
を
20
分
、
日
本
語
だ
け
の
時

間
を
20
分
、
席
替
え
を
し
て
「
言

葉
の
交
換
」
を
し
な
が
ら
交
流
を

深
め
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。 

 

「
開
催

日
・
場
所
は

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で

確
認
し
て

欲
し
い
。
よ

り
多
く
の

麻
生
区
民

取
材
・
文 

区
民
記
者 

植
木
昌
昭 

や
、あ
ら
ゆ
る
国
の
人
た
ち
も
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
て
欲
し
い
。
」

と
千
葉
さ
ん
は
語
っ
た
。 

最後に全員で記念撮影（麻生市民交流館やまゆりにて） 

講師の動きを見逃さないよう必死に学ぶ会員 

子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
交
流 

菅
原
利
治
さ
ん
が
熱
く
語
っ
て
く

れ
た
。 

表現豊かに語る講師の菅原さん 



「活動を紹介して欲しい」「イベントを取材して」 

そんな声に区民記者が応えます。 
お申込み内容を編集会議で検討したうえ 

改めてご連絡させていただきます。 

●応募条件 
  麻生区を拠点に活動している。または、麻生区在住・               

   在学・在勤者が活動に参加している。 

●申し込み方法 
 ❶ 団体名 ❷ 代表者名 ❸ 連絡先（電話・FAX･メール） 

 ❹ 活動内容（イベントの場合は開催日時・料金・内容）を、 

 「あさお区民記者」宛てにFAXまたはメールでご連絡ください。 

 

FAX.044-951-6467  

Mail   info@asao-ku.net 

※但し、選挙、政党・政治団体など政治活動に関わるもの、宗教団体に

よる布教推進を目的とするもの、プライバシーの侵害や業務妨害のおそ

れのあるもの、差別を助長するものは掲載できません。 

「区民による 区民のための 情報発信」を目的に活動。 

 過去の記事や取材後記はホームページをご覧ください。 

http: / /www.asao-ku.net  

令和１年度麻生区地域課題対応事業「あさお市民活動レポート」第２巻  第２４号 令和１年８月１日発行 発行人：植木昌昭 編集人：佐々木直子 デスク：中島久幸 

楽
し
く
描
け
ば
、
お
し
ゃ
べ
り
も
は
ず
む 

 

順
絵
手
紙
教
室 

 
 

森
安
順
子
さ
ん
は
も
と
も

と
書
を
た
し
な
ん
で
い
た
が
、

１
９
９
６
年
に
絵
手
紙
講
座
に

応
募
し
て
絵
手
紙
を
知
り
、
２

年
後
に
順
絵
手
紙
教
室
を
は
じ

め
た
。
絵
手
紙
は
、
心
を
描
き
出

す
も
の
な
の
で
上
手
い
下
手
は

な
い
。
手
紙
な
の
で
と
に
か
く

出
す
こ
と
が
上
達
の
秘
訣
と
の

こ
と
。 

 

教
室
は
ま
ず
色
々
な
太
さ
で

直
線
や
丸
を
描
く
腕
な
ら
し
か

ら
は
じ
ま
っ
た
。
筆
使
い
を
重

ん
じ
る
の
で
時
間
を
か
け
る
。

次
に
各
自
が
持
ち
寄
っ
た
草
花

や
野
菜
を
輪
郭
か
ら
書
い
て
い

く
。
続
い
て
彩
色
す
る
が
、
花
び

ら
や
葉
な
ど
の
周
辺
を
濃
く
、

中
央
を
薄
く
、
花
束
な
ど
は
下

を
濃
く
、
上
は
薄
く
す
る
と
見

栄
え
が
す
る
。
熱
意
に
も
よ
る

が
半
年
か
ら
１
年
で
描
け
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
日
の
気
分
次

第
だ
が
２
時
間
で
１
枚
か
ら
３

枚
が
仕
上
が
る
。
バ
ー
ス
デ
ー

カ
ー
ド
や
礼
状
、
お
見
舞
い
な

ど
で
ど
ん
ど
ん
使
う
と
意
欲
が

わ
き
上
達
す
る
。 

 

作
品
は
朝
日
新
聞
、
読
売
新

聞
な
ど
に
応
募
し
、
と
き
に
紙

面
を
飾
る
。
年
１
回
は
横
浜
銀

行
柿
生
支
店
で
発
表
し
、
麻
生

市
民
館
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示

す
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

和
気
ア
イ
ア
イ
、
お
し
ゃ
べ

り
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
。

見
学
自
由
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
ほ
し

い
。  

取
材
・
文 

区
民
記
者 

中
島
久
幸 

 

仕上げた作品を手に満足気な笑顔 

電
車
の
な
か
で
も
描
き
ま
す
（
森
安
先
生
） 

その日の作品を先生が講評して終わります 

DATA 

順絵手紙教室
じ ゅ ん え て が み き ょ う し つ

 

代 表：森安
もりやす

 順子
じゅんこ

 

連絡先：Tel.044-955-5423 

設 立：1998年11月 

会 員：15名（男性1名・女性14名）50～80歳代 

入会金：1000円 

会 費：1000円/月 

活動日：毎月第2金曜 13時30分～15時30分 

活動場所：麻生区役所柿生分庁舎 ） 


